










 論 文 概 要 
 
〇論文題目 A robust culture method for maintaining 
tumorigenic cancer stem cells in the 
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た。CD13+CD166-細胞を維持させる目的では、ES (embryonic stem) / iPS (induced 










次に、mTeSR1で培養した Li-7においても CD13+CD166-細胞が CSCsの特徴を
持つことを確認した。mTeSR1で培養された Li-7の CD13+CD166-細胞は、高い

















て樹立されるが、Li-7 はヒト組織から採取後、ヌードマウスで継代培養されてから in 












結論：市販の ES/iPS培養用培地によって肝細胞癌細胞株 Li-7の CD13+CD166-CSCs
が効率的に維持されることを明らかとした。今回示した新しい培養方法は、今後の肝
細胞癌の腫瘍形成メカニズムの解明と、CSCs標的治療の研究において、非常に有用
な方法である。 
